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訪問看護管理者養成研修会について 
 
 本研修会は平成 17、18 年全国訪問看護事業協会の研究事業「訪問看護ステーション管理者

養成プログラムの開発」で開発した研修プログラムをもとに開催するものです。 

 この研究では、有識者と現場のステーション管理者からのヒヤリング、およびこれまでの調

査研究等の文献検討から、訪問看護ステーション管理者に求められる能力を「6 つの機能」（表

1）と「12 のスキル」（表 2）に整理しました。 

さらにこれらの管理者としてのコンペテンシーを獲得し、健全なステーション運営を担える

スキルを獲得すべく、具体的な研修プログラムを開発しました。 

3 期 9 日間の本研修科目のそれぞれの講義ごとに、シラバスを作成、受講生の到達目標（表

3）を設定しています。 

本研修会の全過程を通じて、管理者に必要な能力を取得できることを本研修会のねらいとし

ています。 

 

表１ 

 管理者の機能 

1 訪問看護に関わる最新情報や知識の取得（制度の動向や訪問看護の最新知識・技術） 

2 経営の基本的な知識・ノウハウ 

3 実践的経営能力 

4 人材育成 

5 人材管理 

6 組織の運営管理 

 

表２ 

 管理者に求められるスキル 

1 論理的思考（ロジカルシンキング）の技量 

2 判断力 

3 経済的思考力 

4 先見性 

5 哲学的思考 

6 柔軟性・対応力 

7 交渉・折衝力 

8 行動力 

9 責任感・責任遂行能力 

10 支援力・支援的姿勢 

11 バランス感覚 

12 プレゼンテーション力 
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分類 科目 到達目標 講義内容

(1)訪問看護制度論

①訪問看護を取り巻く制度と政策 訪問看護関連の施策・制度と動向を理解しコンプライアンスに基づいた事業運営が
出来る。

訪問看護が位置づけられている老人保健法・健康保健法・介護保険法・改正介護保険法・医療制
度改革等制度の概要　（診療報酬・介護報酬等含む）、事業展開において準拠すべき法制度内容
とその対応/情報開示／情報公表（制度）

①経営状態の把握・評価（経営に関する基本的技
術）

１．ステーションの適正な経営の実際/事業収入と支出額の把握と採算性を評価でき
る。
２．経営状態を把握し、今後の戦略を考えることができる。

＜１＞経営分析の基礎知識－帳簿類のデータをどう加工し、経営分析に役立てるか？
＜２＞訪問看護ステーションの採算性と経営効率化の考え方

②経理・財務の実際（経営に関する基本的技術） １．毎月の訪問看護の実績と保険請求額の把握と帳簿記載等の管理が出来る。
２．利用料金及び未集金含め財務の管理ができる

＜１＞収入管理と支出管理の基礎知識－日々・月次の帳簿記載のあり方
＜２＞訪問看護ステーションの経理課題－未収金管理はどう行うか？

①管理者の制度的な位置づけと役割・機能 管理者の制度的な位置づけと機能・役割を認識できる。あるべき管理者像を描くこと
ができ、実践モデルにできる。

制度における管理者の位置づけ／管理者の役割と機能／人事と経営のリスクマネジメント/コンプラ
イアンス／個人情報の保護／倫理関連

②看護管理概論（看護管理に必要な知識体系、看
護管理者の役割と活動）

看護管理者に必要な知識体系を学び、看護管理者への活用を理解する。看護管理
者の役割と活動を理解し、看護管理者のあり方を考察できる。

看護管理の概要／看護管理に必要な基礎知識／看護管理者の役割と活動

③リーダーシップ論 リーダーシップが何かを理解できる。ステーションの状況に合わせたリーダーシップ論
が考察できる。

リーダーシップに関する基礎知識や問題解決に不可欠なツールを習得。実践的な問題解決能力を
涵養する

①マーケティング初級編 マーケティング：地域(市場)の分析/利用者確保／地域のネットワーキング／連携　等

②ストラテジィ初級編 ストラテジィ：訪問看護成功の手段/計画／分析/将来展望

③経営マネジメント マネジメント：マネジメントとは/ポリシー／利用者とサービスのマッチング／目標管理／変化への対
応　等

①効率的運営のためのマネジメントシステム システムづくりに必要な視点が理解でき、計画できる。(地域情報・資源のコーディネイ
トを含む)

職員体制／文書化／人員配置／会議運営／職務管理／人事管理／運営基準の遵守／利用者マ
ネジメント／　など

②サービスの品質管理 サービスの質を評価する指標や質評価の多様な方法が理解でき、活用できる。 サービス評価の視点と方法/自己評価/第三者評価/評価をどう使うか

③リスクマネジメント−１ 法的観点から見たリスクマネジメント ステーションにおけるリスクとその分析/リスクマネジメントの手法/判例等からの学び

④リスクマネジメント−２（訪問看護ステーションのリス
クマネジメントの実際）

訪問看護と組織におけるリスクマネジメントが理解でき、実際に活用できる。 訪問看護と訪問看護ステーションにおけるリスクマネジメントの実際

⑤退院支援・退院調整 円滑な退院支援・退院調整について理解でき、実際に活用できる。 退院調整と診療報酬/院内の退院調整/ステーションの事業としての退院支援

⑥グループワーク～課題の整理・分析～ 自訪問看護ステーションの分析と課題を抽出し、次のステップに進む事ができる 課題の整理分析/情報の整理を行い、問題を明確化できる

①人材の確保 ステーションの管理者に必要な人材確保のための方策と留意点に関して具体的に学
ぶ。

人員の確保／個々の能力の有効活用・適正配置

②職場環境づくりとモチベーション管理 スタッフのモチベーションを高めるための取り組みに関して事例を通して学び、実践
できる。

働きやすい体制／人間関係の調整／ストレスマネジメント／モチベーション管理／健康管理（身体
的・精神的)／身体的・精神的支援

③人材の育成 人材育成と人的資源を行かした組織づくりが実際にできる 個々の能力の評価と育成／組織への組込み

④労務管理の基礎知識 訪問看護ステーションの管理者に必要な労務管理の基本を具体的に学び理解でき
る。

労働関係法令について／労務管理の基本（雇用契約・雇用形態・勤務時間・勤務体制・労働時間
管理・健康管理（メンタルヘルス含む）・賃金体系・ワークライフバランス等）／労務管理の具体例

⑤他分野から学ぶ人材管理 他分野（訪問看護とは異なる）の管理者が果たしている役割（人材育成・経理管理・プ
ロデュースなど）の実際を理解し、訪問看護ステーションの管理に活用できる。

他分野の仕組/人材育成のシステム/顧客との関係のとり方/他のサービスとの調整/経営方法/サー
ビスの質の維持

当面している課題の分析、論理的思考力、意思決定、およびプレゼンテーション等を通じて必要な
スキルを学び、実践できる。①管理者の意思決定・マネジメントスキルのケースメ

ソッド

(5)訪問看護マネジメント
論／情報管理論

ステーション管理者のスキルとして重要な、経営や人事管理、業務連携、利用者への
看護提供等、様々な場面で求められる意思決定を具体的なケースを通して学び、管
理者として成長できる。

(7)訪問看護管理技術論

(6)人材管理・育成論

平成29年度訪問看護管理者養成研修会シラバス

(3)運営管理総論

(2)訪問看護経営・経済
論

管理者に求められる経営力として、マーケティング・マネジメント・ストラテジィのあり方
を理解し、実践できる。

(4)実践的経営論
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人材管理・育成論④  
労務管理の基礎知識 

 

 

社会保険労務士法人日本経営主任 

竹中 道代 氏 
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竹中 道代(たけなか みちよ)先生 

 

略歴 

 

２００５年 ７月～ 学習塾において教室長として勤務 

２００８年 ９月～ 介護医療に特化した人材派遣会社において人事・労務担当者

として勤務 

２０１２年１１月  社会保険労務士資格取得 

２０１４年 ３月～ 日本経営グループにおいて社会保険労務士として勤務 

 

 

前職では人事、労務の現場を経験し、社会保険労務士を取得。 

現在は、トラブルの未然防止、働き甲斐に満ちた職場の構築、改善を第一に考え、

医療法人、社会福祉法人をはじめとした法人の就業規則見直しや職員研修、セミナ

ーを行っている。 
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人材管理・育成論⑤ 
他職種から学ぶ人材管理 

 

 

京都女子大学現代社会学部教授 

西尾 久美子 氏 
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西尾 久美子（にしお くみこ）先生 
 

 

略歴 

京都市生まれ、実家は数代続く米穀商 

大阪ガス株式会社に勤務後 

１９９７年 ４月 滋賀大学経済学部に社会人入学 

２００１年 ３月 滋賀大学経済学部卒業 

２００６年 ３月 神戸大学大学院経営学研究科博士課程修了、博士（経営学）を取得 

２００６年 ４月 神戸大学大学院経営学研究科助手を経て、 

２００８年 ４月 京都女子大学現代社会学部准教授 

２０１３年 ４月 京都女子大学現代社会学部教授（現職） 

専門は経営組織論、組織行動論 

 

著書 

『京都花街の経営学』（東洋経済新報社、２００７年） 

『舞妓の言葉、京都花街、人育ての極意』（東洋経済新報社、２０１２年） 

『おもてなしの仕組み、京都花街に学ぶマネジメント』（中央文庫、２０１４）など 

 

 

京都花街の舞妓さんの人材育成と一見さんお断りのビジネスシステムに関する研究が注

目され、テレビ・ラジオ番組への出演や、新聞・雑誌の取材多数 

http://kyotohanamachi.biz/ 
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人材管理・育成論① 
人材の確保 

 
 

公益社団法人日本看護協会 副会長 

齋藤 訓子 氏 
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齋藤 訓子(さいとう のりこ)先生 

 

学歴 

 

１９８２年 北海道釧路高等看護学校 卒業（看護師） 

１９９４年 神奈川県立看護教育大学校 看護教員養成課程修了 

１９９８年 立教大学法学部 卒業 

２００１年 兵庫県立看護大学院看護研究科修士課程修了 

 

職歴 

 

２００１年    日本看護協会 政策企画室 

２００５年４月  同 事業開発部長 

２００５年７月  同 政策企画部長 

２００９年    同 常任理事 

２０１７年    同 副会長 

 

主な公職  

 

国の委員：厚生労働省：社会保障審議会臨時委員(2010～12、15～16 年度）、同介護保

険部会委員（2011～16 年度）、同介護給付費分科会臨時委員（2011～12、14～16 年

度）・委員（2013 年度）、同療養病床の在り方に関する特別部会構成員（2016 年度）、

医療計画の見直し等に関する検討会構成員（2010～11、16 年度）、地域医療再生計画に

係る有識者会議構成員（2011～16 年度） など 

 

各種団体：公益財団法人日本訪問看護財団評議員（2010～14 年度）、一般社団法人全国訪

問看護事業協会常務理事（2009～10 年度）・理事（2011～14 年度）、一般社団法人日

本介護支援専門員協会理事（2013～16 年度） など 
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１．地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律の概要
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病院看護師に求められる「在宅看護」の視点
病棟看護師にも退院支援スキルが求められる時代

病院看護師が実践を通じて在宅療
養支援のスキルアップを図るしくみ

学びの場となる訪問看護ステーションにも、一定
期間の人材確保等のメリットが得られるしくみ

病院看護師の悩み「在宅療養がイメージできない」

こんな状態では
在宅は無理だよね�

家で使えるサービスや
用意する物品は説明
したけれど�

病棟でやっている通りに
家族に介護指導したけれど�

訪問看護師

病院と同じように

やるのは時間も
お金も大変だな�

患者・家族
もっと早くに

声をかけて
ほしかった�

サービスの手続きとか、
物品の用意とか、
誰に頼めばいいの？

患者の在宅療養環境や

在宅で使えるサービス・資源を

想定した退院支援が必要

退院支援

＜平成	
年度診療報酬改定における退院支援の評価＞

■「退院支援加算１」の新設 （一般病棟���点、療養病棟����点）

・退院支援職員が他の医療機関や介護事業所の担当者と面会して情報共有

・病棟に退院支援職員を専任配置

・入院後�日以内に、病棟看護師、病棟の退院支援職員、退院調整部門看護

師及び社会福祉士が協働してカンファレンスを実施 等

■「退院時共同指導料」（���点／日）

「訪問看護同行加算」（��点） の新設

・退院直後の一定期間、退院支援や訪問看護ステーションとの連携のために

入院していた医療機関から看護師等が行う訪問指導を評価

（退院後�か月以内、�回まで）

・訪問看護が同行した場合�訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝは訪問看護療養費を算定

病院から訪問看護ステーションへの看護師出向 	�

＜在籍出向の考え方＞

訪問看護ステーション
（出向先）

○給与の支払いの責任

○労働時間・休憩・休日・

年次有給休暇に関する責任

○安全衛生確保に関する責任 等労働契約
労働契約

指揮命令

出向契約

出向する

看護師

病院

（出向元）

＜労働基準法等で定める基準の運用＞

●出向元と出向先で出向契約を結び、出向する看護師が、病院との労
働契約を維持したまま出向先の訪問看護ステーションとも労働契約を
結び、訪問看護ステーションで一定期間継続的に勤務する。

●労基法上の「使用者責任」は、出向契約の内容に基づき、出向元と出
向先の双方が使用者責任を負う

●労災保険は実際の労務提供先（出向先）で適用

●雇用保険は、主たる報酬の支払元で適用

●健康保険、厚生年金保険は、報酬の直接の支払元で適用
①出向元が報酬を全額支給→出向元で加入
②出向先が報酬を全額支給→出向先で加入

③出向元と出向先双方から報酬支給
→「被保険者所属選択・二以上事業所勤務届」を提出し、

出向者本人が保険者を選択

項目 出向元 出向先

賃金 出向元と出向先の取り決め
による

労働時間、休憩、休日 ○

休暇 出向元で発生した年休は
出向先で取得可

労災保険 ○

雇用保険 主たる報酬の支払元

健康保険・厚生年金保険 報酬の直接支払元

就業規則 取り決めでそれぞれの
適用範囲を決定

「病院から訪問看護ステーションへの看護師出向」の考え方

＜給与の支給方法について＞
・日本看護協会の実施したモデル事業では、ほとんどのケースが ①出向元（病院）が給与を全額支給 する仕組みをとった
・訪問看護ステーションは、出向者と同条件の看護師をｽﾃｰｼｮﾝであらたに雇用した場合の想定給与等にもとづいた額を「負担金」として病院に支払う
・出向開始�か月間（概ね研修期間）の給与分と、病院と訪問看護ステーションの給与差額については、モデル事業の協力謝金から充当する仕組み

	�
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出向元と出向先で出向契約を結び、労働者が出向元との労働
契約を維持したまま、出向先とも労働契約を結び、出向先の指揮
命令に従って、相当期間継続的に業務に従事するものです。

出向の目的は「研修」「人事交流」「労働力支援」など各ケースに
より様々ですが、いずれにせよ、出向者が出向先と労働契約を結
ぶという点が特徴です。

【受け入れ先からみると】

病院から出向した看護師は、訪問看護ステーションの職員とし
て単独で訪問看護業務を行うことが可能ですので、訪問看護ス テ
ーションは、出向者が行った業務について診療報酬や介護報酬
を算定できます。

訪問看護ステー
ション（出向先）

○給与の支払いの責任

○労働時間・休憩・休日・

年次有給休暇に関する責任

○安全衛生確保に関する責任
などを決定

労働契約

労働契約

指揮命令

出向契約

病院看護師

（出向者）

病院

（出向元）

病院 訪問看護

ステーション

教育・指導

（指揮命令権ではない）

（必要に応じ）研修派遣契約・覚書等

病院

看護師

労働契約

「出向」（在籍出向） 「出張」や「研修」との違い

【出向の場合】

業務・視察などの目的で「出張」する場合、業務上の目的や自己
研鑽のために「研修」（出向契約を結ばない）で行く場合、いずれの
場合も、派遣される労働者と、受け入れ先の間に「労働契約」は発
生しません。

【受け入れ先からみると】

「出張」や「研修」では、受け入れ先との間に労働契約はありませ
んので、病院看護師は訪問看護ステーションの職員ではありませ
ん。病院看護師が行った訪問看護業務について、訪問看護ステー
ションが診療報酬や介護報酬を請求することはできません。

【研修の場合】

「出向」と「研修」の違い
訪問看護ステーション側にも人材確保のメリットがある仕組み�「研修」よりも「出向」

�「派遣」との違い

労働者は派遣元とのみ労働契約を結び、

派遣先の指揮命令のもと仕事に従事します。
派遣先と労働者との間に労働契約関係は
ありません。

	�

平成��年度 平成��年度

目的
３か月を目途とした短期間出向の
実施検証

○より長期間・継続的に出向を実施する仕組みの検討

○より多様な属性・専門性の看護師による出向の実施検証

実施数 全国４か所（４ペア） 全国８か所（１０ペア）

出向期間 ２～３か月間 ２～６か月間

出向者の属性

職位

所属部署

・年齢３０代～５０代

・師長、副師長、病棟スタッフ

・急性期病棟、慢性期病棟

・年齢３０代～５０代

・病棟スタッフ、副師長、認定看護師、専門看護師

・退院調整部門、急性期病棟、緩和ケア病棟、

救命救急病棟など

出向パターン 短期間出向（２～３か月）

短期間出向（２～３か月）

長期間出向（６か月）
リレー型出向（３か月＋���か月）

育児短時間勤務者の出向

認定看護師・専門看護師の出向

看護小規模多機能型居宅介護への出向

コーディネーター介在モデル

病院から訪問看護ステーションへの看護師出向 モデル事業の実施

日頃から患者の入退院等をめぐり連携関係のある病院と訪問看護ステーションでペアを組み、

病院看護師が２～６か月間訪問看護ステーションに出向し、訪問看護に従事する

厚生労働省・老人保健健康増進等事業により平成¨©年度・¨ª年度にモデル事業を実施

平成２７年度 「地域における訪問看護人材の確保・育成・活用に関する調査研究事業」
平成２８年度 「訪問看護実践を通じた病院看護師の在宅療養支援能力向上に関する調査研究事業」

報告書の全文は日本看護協会ホームページに掲載：�����������	
��������������
��������	��	�������
��
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� 訪問看護のサービス内容を理解する
� 訪問看護の報酬体系や利用者負担等について理解する
� 事業所内で円滑なコミュニケーションをとることができる
� 日々の看護活動について、同僚・管理者に常に報告・連絡・相談できる
� 一人で判断が困難な問題に関して、同僚・管理者に速やかに相談する
� 礼儀正しい態度や言葉遣いで家族・利用者に対応する
� 利用者・家族と良好なコミュニケーションをとることができる
� 訪問予定時間通りに訪問する
 利用者・家族の価値観や生活様式を理解する
�! 治療優先ではなく、生活を重視する
�� 家族の健康に気を配り、健康管理や日常生活のアドバイスをする
�� 相手の立場に立って、利用者・家族の話を聴く
�� 利用者・家族に関する事柄について、カンファレンス等で適切に説明する
�� 必要な情報を収集し、具体的な目標を設定した看護計画を立てる
�� 訪問看護計画に基づいて療養上の支援（世話）を行う
�� 訪問看護に必要な最低限の看護技術を身につける
�� 利用者の居室の生活環境（光、音、温度等）を整備する
�� 利用者・家族の安心・安全・安楽を念頭に置いてケアを提供する
� 訪問後に事業所内・他機関に報告・申し送りをする
�! 緊急時の手当ての方法、連絡方法等を理解する
�� 訪問後、速やかに訪問記録を付ける
�� 地域の保健医療機関・サービスを把握する
�� 訪問看護の経過等を必要時、主治医に正確に報告する
�� 利用者の入退院時に、医療機関・その他の機関と連携する
�� ケアマネジャーの役割を理解し、必要時に連携をとる
�� 訪問看護記録・報告書・計画書を適切に書く

出向者の訪問看護業務の習得状況について、下記の評価表により、事業開始時・１か月後・３か月後・事業終了時に、
①出向者自身、②訪問看護ステーション管理者 が５段階評価（できない：１～できる：５）でそれぞれ評価を行った。

東京都が作成した「訪問看護ＯＪＴマニュアル」（平成��年�月）を参考に作成 ��
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�� ①出向者の自己評価
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３か月後の評価

Ｃさん 事業開始時の評価 １か月後の評価 ３か月後の評価 ５か月後の評価
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�� ②管理者による評価
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Ｂさん
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Ｃさん 事業開始時の評価 １か月後の評価 ３か月後の評価 ５か月後の評価
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1 訪問看護のサービス内容を理解する
2 訪問看護の報酬体系や利用者負担等について理解する

3 事業所内で円滑なコミュニケーションをとることができる

4 日々の看護活動について、同僚・管理者に常に報告・連絡・相談できる

5 一人で判断が困難な問題に関して、同僚・管理者に速やかに相談する

6 礼儀正しい態度や言葉遣いで家族・利用者に対応する

7 利用者・家族と良好なコミュニケーションをとることができる

8 訪問予定時間通りに訪問する

9 利用者・家族の価値観や生活様式を理解する

10 治療優先ではなく、生活を重視する

11 家族の健康に気を配り、健康管理や日常生活のアドバイスをする

12 相手の立場に立って、利用者・家族の話を聴く

13 利用者・家族に関する事柄について、カンファレンス等で適切に説明する

14 必要な情報を収集し、具体的な目標を設定した看護計画を立てる

15 訪問看護計画に基づいて療養上の支援（世話）を行う

16 訪問看護に必要な最低限の看護技術を身につける

17 利用者の居室の生活環境（光、音、温度等）を整備する

·¸ 利用者・家族の安心・安全・安楽を念頭に置いてケアを提供する

19 訪問後に事業所内・他機関に報告・申し送りをする

20 訪問後、速やかに訪問記録を付ける

21 緊急時の手当ての方法、連絡方法等を理解する

22 地域の保健医療機関・サービスを把握する

23 訪問看護の経過等を必要時、主治医に正確に報告する

24 利用者の入退院時に、医療機関・その他の機関と連携する

25 ケアマネジャーの役割を理解し、必要時に連携をとる

26 訪問看護記録・報告書・計画書を適切に書く

１．制度・報酬に関する理解

事業開始時の評価は低い

事業終了時には評価が上がっているが、

他項目に比べると達成度は若干低い

２．コミュニケーションスキル・マナー

事業開始時から比較的評価が高く、

１か月後にはほぼ達成できている

３．利用者本位の視点
利用者の個別性に合わせた看護提供

事業開始時の評価はやや低く、

１か月後以降、単独訪問を開始してから評
価が上がり、終了時にはほぼ達成できて
いる

４．マネジメント能力
他職種との連携・調整能力

事業開始時の評価は低く（未経験）、

単独訪問を開始してから評価が上がるが、

３に比べると達成度は若干低い
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訪問看護管理技術論① 
管理者の意思決定・マネジメントスキルのケースメソッド 

 

 

市立吹田市民病院医療相談室 

平松 瑞子 氏 
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平松 瑞子(ひらまつ みずこ)先生 

 

略歴 

 

同志社女子大学家政学部卒業 

神戸市看護大学短期大学部卒業 

大阪府立大学大学院 博士前期課程 CNS コース修了 

神戸市立医療センター西市民病院勤務 亜急性期病床在宅復帰支援担当者 

大阪府立大学看護学部（在宅看護）勤務 

淀川キリスト教病院 地域医療連携センター勤務 

市立吹田市民病院 医療相談室勤務 

 

役職もしくは現職 

 

市立吹田市民病院 保健指導部 主査 

看護学修士 

地域看護専門看護師 

日本看護協会専門看護師協議会 編集委員会査読委員 

雑誌『緩和ケア』編集同人 

 

著書  

 

『緩和ケア』Vol.26 Suppl June 2016（青海社）「初めて会う時の魔法の言葉」 

『継続看護時代の外来看護』Vol.19 No1 2014（日総研出版）「退院支援の流れと 

外来看護師に必要な看護の視点と役割」 

『家族看護』Vol.9 No2 2011（日本看護協会出版会）「誰がどのように退院を支援 

するかわからない（コンサルテーション）」 
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人材管理・育成論③ 
人材の育成 

 

 

株式会社コメディカ ハピネス訪問看護ステーション 

統括管理者 立石 容子 氏 
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立石 容子(たていし ようこ)先生 

 

学歴 

 

１９９３年 大阪府看護短期大学 卒業 

２０１２年 大阪教育大学大学院健康科学専攻人間生態学 修士課程修了 

 

職歴 

 

１９９３年 （医）松仁会 松井記念病院  看護職員として勤務 

１９９６年  同法人 訪問看護ステーションのぞみ 管理者として勤務 

１９９８年  平野区医師会訪問看護ステーション  管理者として勤務 

２０１３年  株式会社 コメディカ 設立 

２０１３年  ハピネス訪問看護ステーション・ハピネスケアプランセンター 

代表 兼 統括責任者 

 

 

社会的活動  (現在) 

 

一般社団法人大阪府訪問看護ステーション協会副会長 

大阪市立大学大学院看護学研究科・医学部看護学科 在宅看護学 臨床教授 

 

 

執筆 

 

・「訪問看護師のためのクリニカルラダーの開発」，訪問看護と介護，16(5), 372-378, 2011-05，

医学書院  

・〔報告〕「職能団体・ステーション・病院の協力があってこそ育成できる」Community care 18(10),  

23-26, 2016-09，日本看護協会出版会 

・「新体系 看護学全書 統合分野 在宅看護論 第 3 章-４在宅看護におけるリスクマネジメント」， 

2016，メヂカルフレンド社 
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38

- 127 -



39

20 30

40

- 128 -



41

42

- 129 -



43

44

- 130 -



45

46

- 131 -



47

-

-

48

- 132 -



49

- 133 -



 

 

- 134 -



 

 

- 135 -



 

 

- 136 -



 

 

人材管理・育成論②  
職場環境づくりとモチベーション管理 

 

 

ひとづくり工房 esuco 

浦山 絵里 氏 
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浦山 絵里(うらやま えり)先生 

 

略歴 

 

ひとづくり工房 esuco（エスコ）代表 

看護師   ナースファシリテーター   

生涯学習開発財団認定ワークショップデザイナー 

  

私立大学病院で長年勤務した後、医療職が活き活き働くために「安全で安心な語り場づくり」

と「ファシリタティブな医療現場と社会づくり」を目指して起業。 

現在はファシリテーションを活かした参加型研修の実践や病院などの教育、組織開発のコン

サルテーションをしている。 

 

主な活動は、医療、看護、福祉、教育、各種職能団体等での人材育成研修やチームビルディ

ング、教育委員会や行政、コミュニティ、子育支援領域での研修や話し合いの支援を実施。 

 

 

役 職もしくは現 職 

 

長崎大学医学部保健学科非常勤講師 

茨城県立医療大学非常勤講師 

杏林大学保健学部看護学科非常勤講師 

 

 

著 書  

 

看護管理 Vol24.No1 ファシリテーター型リーダーシップ 

看護管理 Vol26.No10 看護のためのファシリテーション 

看護管理 Vol26.No1  スタッフと会議を元気にする！ホワイトボードミーティング® 
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優れたリーダーは「ホワイトボード」の前に立つ!? :  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 考えを外化し、共同注意を集める 
 
参加者の方々の「問題解決のやり方」を拝見していて、非常に印象的だったこ

とがあります。それは、リーダーシップと「ホワイトボード」の関係です。 

	 問題解決をうまくすすめているチームのなかには、ホワイトボードを用いた

り、付箋を用いたりして、まずいったん自分たちのなかにあるアイデアや考え

を「外化」して、それらを「共有」していました。 

	 頭の中から取り出され「外化」されたアイデアには、グループメンバーの「共

同注意」が集まります。そうなれば、その後の分析や吟味などが効果的に進み

ます。 

	 本間さんは、リーダーは「白板」の前に立て！とおっしゃっていましたが、

なるほどな、と思いました。ダイバーシティあふれるチームのなかで、自分が

ひとり席をたち、ホワイトボードの前に立つことは勇気がいることです。しか

し、なかなか「まとまらない」ものを、そのままにするのではなく、一歩先に

進む勇気をもって、積極的に「外化」を促す。それによって生み出される効果

は、確かにあるような気がします。 

 

	 もちろん、白板やホワイトボードの前にたてば「必ず」リーダシップが生ま

れたり、問題解決が進むとは言い切れませんが、チームがうまれたばかりの頃

に、拡散しがちなアイデアを「外化」し、とにもかくにも共同注意を集めるこ

とは効果的であると思いました。 	 一部のコンサルティングファームでは「白
板を制するものは問題解決を制する」とまで言い切るところもあるのだとか。

まことに興味深いですね。 

 
 
 
http://www.nakahara-lab.net/blog/2015/05/post_2418.html 
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「誰も意見をいわない会議」が生まれる理由!? 

中原淳  | 東京大学 大学総合教育研究センター 准教授 

/.author 

2016年1月10日 7時27分配信 

会議が活性化しない 

会議で意見がでない 

 

このような悩みを抱えているリーダーや管理職の方々は、全世界に３６０万人

くらい？いらっしゃいます。 

その中には、「うちのメンバーは無気力だ」「うちの職場のメンバーは、モテ

ィベーションが低い」と結論づけて、「会議で意見がでない原因」をメンバー

の問題として帰属してしまう方もいらっしゃいます。 

もちろん、そのようなことが原因になることも多いのかもしれませんが、一寸

たちどまって考えてみたいことは「意見がでないことの真因はリーダーその人

にある」という可能性です。 

 

このことを考えるとき、以前、かかわらせて頂いたある職場を思い出します。

その職場では、管理職であるＡさんが、やはり「会議で意見がでないこと」に

悩んでおり、また同時に「意見が出ないこと」をメンバーの個人的資質として

原因帰属していらっしゃいました。 

「うちのメンバーは、会議で発言しない。主体性がまったく足りない」 

しかし、Ａさんの部下たちに話を伺うと、それとは異なる現実が浮かび上がり

ます。ICレコーダを持っていたわけではないので、一言一句同じというわけで

はありませんが、部下たちがもっている不平不満は、下記のとおりです。 

「だってＡさん、会議で、私たちが何か言うと「ていうかさー」てすぐに言う

じゃないですか？」 

「Ａさん、「絶対、答えはもってる」じゃないですか。会議で何かわたしたち

が発言すると、すぐに「いい線いってるじゃん」ていいますよね。答えをもっ

てるなら、Ａさんが最初からやればいいじゃないですか？」 

「Ａさん、すぐに、「要するにさ」っていって、自分の意見を通しますよね。

Ａさんの「要するに」は、「要するに」じゃないんですよ。全部、意見捨てて

るじゃないですか」 

 

要するに、メンバーは、リーダーの管理職の何気ない一言の蓄積をとおして「無

気力」を学習していたのです。いにしえの研究で、心理学者マーティン・セリ

グマンが明らかにしたのは、学習性無気力という新たな学習対象の次元でした。 
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人は、どんなに努力をしても反応が得られないとき、何をやっても浮かばれな

いとき、やってもやらなくても結果が同じとき、「無気力」を学習してしまい

ます。そして、いったん学習された無気力は、解除するために恐ろしいほどの

労力がかかるものです。 

日々繰り返される「ていうかさ」「いい線いってるじゃん」「要するに」の果

てに生まれた地平は、「どうせ、わたしたちが何を言っても、意味がない」「わ

たしたちは会議でどんな発言をしても、すでに答えはでている」「会議での発

言はポーズであり、リーダーは、すでに結論を決めている」ということです。

かくして、意見のでない会議は生まれていたのですね。 

 

 

さて、今日は、「会議でメンバーが発言しないこと」について書きました。 

この問題について個人的な信念を書かせていくのだとしたら、 

会議で意見がでる環境をつくるのは、リーダーの責任 

ということになります。 

しかし、どうやら、この世には、繰り返される無意味な会議のやりとりの果て

に、「無気力を学習」してしまった方々が、少なくないようにも思います。 

あなたの会議は、意見がでますか？ 

あなたの何気ない一言が、メンバーのやる気を阻害していませんか？ 

あなたのメンバーは、無気力を学習していませんか？ 

そして人生はつづく 

（本記事は中原の個人ブログ NAKAHARA-LAB.NET の 2015 年 10 月 20 日の再掲記

事です 
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「人を育てること」とは「待ちこがれること」である 
 

僕の研究分野は「人材開発」です。 

人材開発のなかで最も大切なことを、究極にシンプルに述べるならば、こうなります。 

 

誰かを「育てる」ときにもっとも大切なことは「待つこと」です。 

人材開発とは「できるかもしれないし、できないかもしれない、危なっかしい人」

を対象にして、「少し高めの課題」を設定し、彼 / 彼女が試行錯誤しているプロセス

を「待つこと」です。 

 

待って、待って、待ちこがれて。 

まだか、まだか、と催促したくなる気持ちを押さえて、じっと待つこと。 

こうすればいいじゃないか、と直接手をくだすことを、ぐっと待つこと。 

自分だったら、君の３分の１の時間でできる、と小言のひとつも言いたくなることを、

唇をかんで待つこと。 

 

待って、待って、待ちこがれて。 

それでも、まだ来ぬ何かに、待ちくたびれて。 

 

もちろん「育てること」は「待つ」だけで必ずしも可能になりません。 

育てるためには、フィードバックも必要だし、助言も重要。 

しかし、それ以前に大切なことは「待つこと」であったりします。 

「待つこと」がなければ、適切なタイミングでフィードバックや助言をすることは

難しいから。 

 

しかし、 

自戒をこめていいますが、 

私たちは、いざ「待つ立場」にたった場合、なかなか「待てない」。 

 

あなたが、もし、マネジャーならば「今度だけは手や口を出さないようにしよう」

と思う。 

待って、待って、待ちこがれて。 

しかし、業をにやして、ついつい、待てずに、口をだす。 

ついつい、チェック魔になってしまったり、先回りして解決してしまう。 

マネジャーは「待てない」 

 

あなたが、もし教員ならば、「今日こそは、学生たちに自分の頭で考えさせよう」

と思う。 

授業で「問い」をなげかけてみる。 

しかし、問いを投げかけた、その後の数十秒の沈黙が、なかなか待てない。 

ついつい、ヒントを出してみたり、自分で答えを言ってしまったり。 

教員は「待てない」 

先日も、これから教員をめざす学生に、僕は、言いました。 

- 149 -



「問いをなげかけたなら、待つ勇気を持とう」 

経験の浅い教員ほど「待てない」ものなのです。 

 

あなたが、もし親の立場にいるならば、「今日こそは、子どもをが自分の力で問題

をとくようにしよう」と思い立つ。 

しかし、待てどくらせど、答えはなかなかでてこない。 

あっちにふらふら、こっちにふらふら。 

待って、待って、待ちくたびれて。 

ついに、手をだし、声をだす。 

昨日も、僕は息子に言ってしまいました。 

「早く、しなさい。こうやればできるでしょ」 

頭ではわかっているけれど、なかなかできない。 

ごめんなさい、僕は「弱い人間」です。 

自戒を込めていいますが、「待つこと」、いいえ、「待たされること」には、わたし

たちは、慣れていない。 

親は「待てない」 

 

しかし、一寸、考えてみると、誰もが昔はノービス（初心者）であったことに気づか

されます。 

今は「誰かを待つことができない、わたしたち」も、昔は「誰かに待たれる存在」

であった、ということです。 

わたしたちの一挙一動を、かつて「待って、待って、待ちこがれて」いた人がいた。 

そういえば、少し前までは、今は「誰かを待っている」あなたも、「誰かに待たれ

る存在」であった。 

 

さらにもう一歩先を急ぐなら、人は「待っているか」「待たれているか」、そのど

ちらしかないことにも気づかされる。 

「待たれること」の果てには「待つこと」があり、やがて老いれば、また人は「待

たれる存在」になる。 

今は「待っている」あなたも、老いれば、やがては「待たれる存在」になる。 

今、なかなか待つことが、なかなか難しいわたしたちも、「待つこと- 待たれること」

の連鎖の中にある。 

そうだ、歴史は繰り返している。 

そう、思ったら、ほんの少しだけ、ふっと気が楽になりませんか？ 

それは、誰もがとおる道。 

やむをえぬこと、仕方がないこと。 

そう、歴史は繰り返すことなのだよ、と。 

「弱い人間」である僕は、そう自分に言い聞かせることにいたします。 

 

 

本記事は、中原の個人ブログ「NAKAHARA-LAB.NET」の記事に、加筆・修正を行ったも

のです） 
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